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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第41期

第３四半期連結
累計期間

第42期
第３四半期連結
累計期間

第41期

会計期間
自平成28年８月１日
至平成29年４月30日

自平成29年８月１日
至平成30年４月30日

自平成28年８月１日
至平成29年７月31日

売上高 （千円） 1,685,407 1,810,631 2,268,042

経常利益 （千円） 246,968 268,104 315,429

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 165,682 177,635 217,757

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 184,391 260,457 271,345

純資産額 （千円） 3,118,539 3,416,346 3,205,260

総資産額 （千円） 3,792,379 4,173,991 3,905,585

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 61.59 66.04 80.95

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 82.2 81.8 82.1

 

回次
第41期

第３四半期連結
会計期間

第42期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成29年２月１日
至平成29年４月30日

自平成30年２月１日
至平成30年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 22.39 23.43

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　３．当社は、平成29年８月１日付で普通株式１株につき1.1株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額を算定しておりま

す。

　４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、又は、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

　(1) 業績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、好調な輸出に加え、業績拡大や省力化需要の高まりを背

景とした設備投資が引き続きけん引役となるほか、個人消費は、雇用環境の改善を通じて緩やかな回復が続い

ていると考えられます。一方で、企業においては、人手不足による悪影響が懸念されるほか、保護貿易主義の

台頭にともなう貿易摩擦の激化や中東・東アジア地域における地政学的リスクの高まりなど先行きについては

不透明な状況が続いております。

　情報サービス産業においては、このような経済環境にあって、企業のＩＴ投資は慎重姿勢をとりつつも、回

復傾向がみられ、ビジネスに向けての戦略的なＩＴ需要や働き方改革への取組・人手不足への対応を含む生産

性向上や効率化・省力化は概ね堅調に推移しました。

　このような状況の中、当社グループは新分野への受注活動にも注力し、更なる採算性の重視、品質の向上に

努めてまいりました。その結果、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、次のとおりとなりました。

　売上高は、サービスインテグレーション関連の売上が堅調で1,810百万円（前年同期比7.4％増）、売上総利

益は、売上高が増加したことにより550百万円（前年同期比4.3％増）となりました。営業利益については、販

売費及び一般管理費が295百万円（前年同期比0.3％増）であったことから、255百万円（前年同期比9.4％増）

となりました。経常利益については、営業外収益が14百万円であり、その結果、268百万円（前年同期比8.6％

増）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、税金等調整前四半期純利益が268百万円（前年同期

比8.1％増）、税金費用は90百万円（前年同期比9.9％増）となり、その結果、177百万円（前年同期比7.2％

増）となりました。

 

セグメントの状況は、以下のとおりであります。

　(ソフトウェア開発関連事業)

　ソフトウェア開発関連事業については、売上高は1,307百万円（前年同期比2.1％増）となったものの、セグ

メント利益はＡＳＰサービス関連のシステム開発の増加への対応による社内人員再配分の影響や外注費の増加

により126百万円（前年同期比20.7％減）となりました。

 

　(サービスインテグレーション事業)

　サービスインテグレーション事業については、ＡＳＰサービスが堅調に推移し、関連するシステム開発も増

加したことから、売上高は418百万円（前年同期比19.8％増）、セグメント利益は127百万円（前年同期比

37.9％増）となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産の部

当第３四半期連結会計期間末における資産合計は4,173百万円となり、前連結会計年度末に比べ268百万円の

増加となりました。これは主に、受取手形及び売掛金が24百万円、仕掛品が31百万円それぞれ減少したもの

の、現金及び預金が212百万円、投資その他の資産が127百万円それぞれ増加したことによるものであります。

 

②　負債の部

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は757百万円となり、前連結会計年度末に比べ57百万円の増加

となりました。これは主に、賞与引当金が39百万円、退職給付に係る負債が11百万円それぞれ増加したことに

よるものであります。

 

③　純資産の部

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は3,416百万円となり、前連結会計年度末に比べ211百万円

の増加となりました。これは主に、利益剰余金が、親会社株主に帰属する四半期純利益177百万円の計上により

増加したものの、剰余金の配当により48百万円減少し、その他有価証券評価差額金が82百万円増加したことに

よるものであります。

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

　　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

　　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２百万円であります。

　　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,912,000

計 6,912,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成30年４月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年６月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 2,720,223 2,720,223

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,720,223 2,720,223 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成30年２月１日～

平成30年４月30日
－ 2,720,223 － 382,259 － 287,315

 

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成30年１月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成30年１月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式   30,600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 2,655,400 26,554 －

単元未満株式 普通株式   34,223 － －

発行済株式総数 2,720,223 － －

総株主の議決権 － 26,554 －

 

 

②【自己株式等】

平成30年１月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

(株)大和コンピューター
大阪府高槻市若松町

36番18号
30,600 － 30,600 1.12

計 － 30,600 － 30,600 1.12

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

取締役
専務執行役員

企画管理本部長兼
サービスインテグ
レーション本部長

常務取締役
企画管理本部長兼
サービスインテグ
レーション本部長

林　　　正 平成29年12月１日

取締役
常務執行役員

ソリューション統
括本部長

取締役
ソリューション統
括本部長

鈴木　義人 平成29年12月１日
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成30年２月１日から平

成30年４月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成29年８月１日から平成30年４月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年４月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,837,991 2,050,683

受取手形及び売掛金 383,582 359,182

仕掛品 46,330 14,418

その他 60,681 67,792

貸倒引当金 △1,975 △1,855

流動資産合計 2,326,611 2,490,220

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 384,473 367,958

土地 796,257 796,257

その他（純額） 21,659 17,172

有形固定資産合計 1,202,390 1,181,389

無形固定資産 7,802 5,734

投資その他の資産   

投資有価証券 297,647 420,797

その他 72,334 77,049

貸倒引当金 △1,200 △1,200

投資その他の資産合計 368,781 496,646

固定資産合計 1,578,974 1,683,771

資産合計 3,905,585 4,173,991
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成29年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成30年４月30日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 11,648 13,141

1年内返済予定の長期借入金 8,775 －

未払法人税等 67,044 58,627

賞与引当金 78,000 117,489

プログラム保証引当金 1,118 785

受注損失引当金 6,000 －

その他 264,017 258,962

流動負債合計 436,605 449,005

固定負債   

退職給付に係る負債 143,380 155,030

長期未払金 102,420 102,420

その他 17,919 51,188

固定負債合計 263,720 308,639

負債合計 700,325 757,645

純資産の部   

株主資本   

資本金 382,259 382,259

資本剰余金 287,548 287,636

利益剰余金 2,395,236 2,523,965

自己株式 △12,732 △13,286

株主資本合計 3,052,311 3,180,575

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 152,949 235,770

その他の包括利益累計額合計 152,949 235,770

純資産合計 3,205,260 3,416,346

負債純資産合計 3,905,585 4,173,991
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年８月１日
　至　平成30年４月30日)

売上高 1,685,407 1,810,631

売上原価 1,157,830 1,260,124

売上総利益 527,577 550,506

販売費及び一般管理費 294,311 295,320

営業利益 233,266 255,185

営業外収益   

受取利息 265 384

受取配当金 4,742 5,626

為替差益 3,947 432

受取家賃 4,356 4,287

その他 2,629 3,468

営業外収益合計 15,940 14,199

営業外費用   

支払利息 518 57

障害者雇用納付金 1,200 1,200

その他 519 23

営業外費用合計 2,238 1,280

経常利益 246,968 268,104

特別利益   

投資有価証券売却益 999 －

特別利益合計 999 －

税金等調整前四半期純利益 247,968 268,104

法人税、住民税及び事業税 96,297 103,253

法人税等調整額 △14,011 △12,784

法人税等合計 82,285 90,469

四半期純利益 165,682 177,635

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 165,682 177,635
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成28年８月１日
　至　平成29年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成29年８月１日
　至　平成30年４月30日)

四半期純利益 165,682 177,635

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 18,708 82,821

その他の包括利益合計 18,708 82,821

四半期包括利益 184,391 260,457

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 184,391 260,457

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　 　　該当事項はありません。

 

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項はありません。

 

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

 

（会計上の見積りの変更）

　　　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　該当事項はありません。

 

 

（追加情報）

　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　該当事項はありません。

 

 

（四半期連結損益計算書関係）

　該当事項はありません。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）の償却額は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日
至　平成29年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年８月１日
至　平成30年４月30日）

減価償却費 23,575千円 25,027千円

 

 

（株主資本等関係）

前第３四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日　至　平成29年４月30日）

　   １．配当に関する事項

    配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年10月25日

定時株主総会
普通株式 44,841 22.0  平成28年７月31日  平成28年10月26日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

 

当第３四半期連結累計期間（自　平成29年８月１日　至　平成30年４月30日）

　   １．配当に関する事項

    配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年10月26日

定時株主総会
普通株式 48,906 20.0  平成29年７月31日  平成29年10月27日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成28年８月１日　至　平成29年４月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ソフトウェ
ア開発関連
事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
1,280,589 349,479 1,630,069 55,338 1,685,407 － 1,685,407

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

90 － 90 4,647 4,737 △4,737 －

計 1,280,679 349,479 1,630,159 59,985 1,690,145 △4,737 1,685,407

セグメント利益又は

セグメント損失(△)
158,993 92,631 251,625 △1,635 249,989 △16,723 233,266

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の

販売等であります。

　　　２．セグメント利益又はセグメント損失の調整額は、セグメント間取引の消去及び各報告セグメントに帰属

しない全社費用（研究開発費）であります。

３．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自　平成29年８月１日　至　平成30年４月30日）

　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：千円）

 報告セグメント
その他
（注）１

合計
調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）３

 
ソフトウェ
ア開発関連
事業

サービスイ
ンテグレー
ション事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
1,307,453 418,602 1,726,056 84,575 1,810,631 － 1,810,631

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

－ － － 5,068 5,068 △5,068 －

計 1,307,453 418,602 1,726,056 89,643 1,815,699 △5,068 1,810,631

セグメント利益 126,011 127,750 253,761 214 253,976 1,209 255,185

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、システム販売及び農作物の

販売等であります。

　　　２．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引の消去及び各報告セグメントに帰属しない全社費用（研

究開発費）であります。

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（金融商品関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

 

（有価証券関係）

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

 

 

（デリバティブ取引関係）

　該当事項はありません。

 

 

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。

 

 

（１株当たり情報）

　　　　　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成28年８月１日
至　平成29年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成29年８月１日
至　平成30年４月30日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 61円59銭 66円04銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
165,682 177,635

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
165,682 177,635

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,690 2,689

（注）１．当社は、平成29年８月１日付で普通株式１株につき1.1株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年

度の期首に当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期純利益金額を算定しております。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

（重要な後発事象）

　　該当事項はありません。
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２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年６月14日

株式会社大和コンピューター

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 村上　和久　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 三戸　康嗣　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大和

コンピューターの平成２９年８月１日から平成３０年７月３１日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成３

０年２月１日から平成３０年４月３０日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成２９年８月１日から平成３０年４月３

０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益

計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大和コンピューター及び連結子会社の平成３０年４月３０日

現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれておりません。
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